
とねりことねりこ
知的障害者施設 いみず苑広報誌知的障害者施設 いみず苑広報誌

かつて射水平野の水田の畦道に植えられていたこの木は、湿地を好み強い風にも倒れないことから、刈り取った稲を干す稲架（はさぎ）に利用されていました。

発行 社会福祉法人 射水福祉会　いみず苑・いみず苑保護者会
〒933－0252 富山県射水市七美727　TEL 0766－86－1126　FAX 0766－86－1136　http://www.imizuen.jp/

88

「とねりこ」

第28回 いみず苑納涼祭

笑顔と舞で
心をつなぐ



第28回
いみず苑納涼祭心躍る！

吹奏楽演奏
とやママおんがくたいPokkeの皆さん

アカペラ
ぼくとあなたのルイボスティーの皆さん

よさこいチーム
はなぐみの皆さん

よさこいチーム
艶
えん
夜
や
紗
さ
ーの皆さん

音響
朝木唯信さん

生ビール
たなべ酒店さん

ジュース、焼きそば
七美ボランティア協議会の皆さん

どんどん焼きコーナー
射水商工会議所青年部の皆さん

ゲームコーナー
学生ボランティアの皆さん

模擬店

よさこいチーム
３
さんまるいちごー
０１５の皆さん

よさこいチーム
朔
さ
空
く
の皆さん

石 川 県 七 尾 市 か ら 
お 越 し い た だ き、 
笑顔とパワーを届け
てくださいました！

どんどん焼きやフランクフルト、
ジ ュ ー ス、 生 ビ ー ル、 か き 氷 
などを販売しました。
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保護者会のご協力
をいただき、中央
ホールにおいてス
テージの生中継映
像を配信し、涼し
いなかで楽しむこ
とができました。

８月24日、前日までの不安定な天候で、外での開催が心配されましたが、皆さんの願いが届き、 
盛大に開催することができました！

ステージでは、吹奏楽演奏、アカペラ、のじた輪踊り、よさこい演舞など、個性豊かで熱気溢れる 
パフォーマンスが繰り広げられ、多くの人が魅了されました。

模擬店では行列ができ、会場内が活気とたくさんの笑顔で溢れていました。
多くの方にご来場いただき、納涼祭を通して、地域の交流の輪がさらに広がるとともに、皆さんの 

心に残るひと夏の思い出となりました。
納涼祭にご来場、ご協力くださった皆様、本当にありがとうございました。

ご芳志ありがとうございました
板倉鮮魚店、七美連合自治会、射水市手をつなぐ育成会、㈱北陸銀行新湊支店、㈱四方組、八嶋倉庫、㈱フジノ電設工業、�
㈱テクノシステム、分家静男、南美恵子、堺進、中川由紀子、亀谷美智子、七美社会福祉協議会、七美老人クラブ、�
新湊ボランティア連絡協議会、本江地区ボランティア協議会、クレハ事務機販売㈱、射水市長、澤田鶏肉専門店、日本海リース株式会社、
㈱フロール・ライフクリエート、大島赤十字奉仕団、㈲小杉スポーツ、福祉プラザ七美、新湊中央ロータリークラブ、�
射水市消防団七美分団、㈱セイアグリーシステム、新湊ライオンズクラブ� （順不同・敬称略）

会場はたくさんの笑顔で溢れました

のじた輪踊り
のじた保存会の皆さん 七美のじた踊りを守る会の皆さん

交通誘導
七美安全協会の皆さん

似顔絵コーナー
似顔絵師　ほほえみさん 米田会長様より、チャリ

ティーの収益金をご寄贈
いただきました。

セイアグリーさん
から、卵をいただ
きました！

チャリティーカレー
新湊ライオンズクラブの皆さん
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１日のタイムスケジュール
8：30 登所

8：50 ラジオ体操・朝の会

9：00

外部受注作業

地域受託作業地域受託作業

療育活動療育活動

お茶・休憩・トイレ

体操の時間体操の時間

12：00 昼食、歯磨き、休憩

13：00

外部受注作業外部受注作業

療育活動

お茶休憩、トイレ

15：30 清掃、帰宅準備

15：40 帰りの挨拶、帰宅

通 所 セ ン タ ー さ ん が通 所 セ ン タ ー さ ん が
サンスクリット語で「仲間」という意味もある「さんが」。通所センターさんがでは、利用者
さんが仲間と力を合わせて活動に取り組めるよう支援を行っています。利用者さんの輪に職員も
加わり、エネルギー溢れる事業所です。

職員と利用者さんが力を
合わせ、企業からの仕事
に取り組みます。

それぞれの強みを
活かして個別課題
に取り組みます。

仕事の合間の体操で、
心と体をリフレッシュ。

地域のトイレ・公園
を利用者さんが協力
して掃除します。

第82号から始まったシリーズも最終回です。今回は第82号から始まったシリーズも最終回です。今回は「「通所センターさんが通所センターさんが」」です。です。
利用者さんの頑張りや笑顔のリレーが大きな輪となり、つながりました！利用者さんの頑張りや笑顔のリレーが大きな輪となり、つながりました！

笑笑顔顔のの輪輪ををつつななげげよようう！！

いみず苑の事業所紹介いみず苑の事業所紹介シリーズシリーズ
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①�2013年（平成25年）
②�アカペラ、神社仏閣巡り、推し活（アイドル、恐竜、動物）
③�イベンターです。楽しい企画を考えて、人をすぐ巻
き込みます（笑）
④�「出会えて良かった」と言われるとジーン♡ときて
しまいます。
⑤�育児休暇や短時間勤務制度等利用してきました。また、
昨年は通信制の学校に通い、資格も取れました。あた
たかい職場で仕事も育児もパワフルにできています。
⑥�「こんなこと相談していいのかな？」「お話ししたい
な…」等、お気軽にあいネットいみずにどーぞ！

①�2021年（令和３年）
②�マジック
③�マジック
④�利用者さんとコミュニケーションがとれて、笑顔を引
き出せたとき
⑤�今までいろいろな職種や企業に勤めてきましたが、い
みず苑は職場の雰囲気がダントツに温かい！ところが
好きです。
⑥�皆さんの笑顔を大切に、これからも明るく努めていきます！

カラフルスマイル
彩り豊かないみず苑の職員を紹介するコーナー！

①入社年　②趣味　③特技
④仕事で楽しい、嬉しいと感じる時
⑤いみず苑の好きな所
⑥皆さんに一言！
Q

原田 早季
（あいネットいみず）

堺 将寿
（ひだまり）

研 報修 告 令和６年度福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程（中堅職員コース）に参加して

今回私は、福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程という、高齢者福祉
や障害者福祉、児童福祉など福祉の全分野に共通して求められる能力を開
発するための基礎研修に参加させていただきました。この研修では「福祉
職員が、自らのキャリアアップの道筋を描き、それぞれのキャリアパスの
段階に応じて共通に求められる能力を段階的・体系的に習得すること」が
目的されており、講義やグループワークが行われました。

講義は、中堅職員としての在り方等をグループ討議を交えながら学んで
いく内容でした。中堅職員は勤続年数を重ね、ある程度の業務を習得し、

自分のことだけでなく、周りの状況や環境を見ながら業務を行うことが求められます。だからこ
そ行き当たりばったりではなく、道筋を立てて、支援や業務を遂行していくことが必要であると
学びました。その姿を目指すためには、過去を振り返り、未来を切り開くために、「今」を考え
る、“過去－現在－未来”の時間軸を用いて自分を見つめなおし、キャリアデザイン（将来なりたい
姿や働き方などを自分自身で主体的に設計すること）を考えていくことがとても大切である、と
いう講師の言葉が特に印象に残りました。

２日間の研修を通して、中堅職員としての在り方を学ぶことができました。私自身も７年目と
なり、自分の業務以外にも目を向けられるようになってきた実感があります。利用者のみならず、
一緒に働く先輩職員や後輩職員、組織に目を向け、自分がどうあるべきかを考えることがより良
い支援に繋がると強く感じました。これからどのような職員になっていきたいのか。どのような
支援を行っていくべきなのか。未来への設計図を描きながら実行していきたいと思います。

入所支援課・生活支援員

野 尻  畝 莉 加
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あいネットいみずでは、障害（身体・知的・精神）のある方や
その関係者の方々の相談に応じ、必要な情報を提供します。

あいネットいみず（射水市七美727 いみず苑内）あいネットいみず（射水市七美727 いみず苑内）
専用TEL（0766）86-8522　FAX 86-8530

Eメール info@inet-imizu.jp
ホームページ http://www.inet-imizu.jp

あいネットいみず（射水市障害者地域活動支援センター）

あいネット通信♪あいネット通信♪
障がい者ピア座談会障がい者ピア座談会

ボランティア講師ボランティア講師（野澤伸子さん）（野澤伸子さん）

� による押し絵教室� による押し絵教室
相談支援従事者研修の様子相談支援従事者研修の様子
� （講師：浦山入所支援課長）� （講師：浦山入所支援課長）

令和６年７月28日（日）に、あいネットいみずで『障が
い者ピア座談会～みんなで話そう！ 10年後のわたし～』を
開催しました。参加者は、いみず苑の利用者や一般就労で
地域の中で働く方、親子など12名が集まり、座談会は終始
和やかな雰囲気で進みました。

多くの参加者から共通して話に出たのは、「老後のこと
（親なき後）」、「自分の健康のこと」でした。また、各々の
将来に対する不安を語り合う中で、今まで頑張ってきたこ
とや苦労してきたことが話に上がると、自然と拍手やお互
いに褒め合う言葉が出てくる場面も見られました。参加者
からは、「話すことで気持ちが軽くなった」、「他の方たちと
繋がりができてよかった」などの感想が寄せられました。

野澤伸子先生に講師としてお越しいただき、
「５つの鈴」の押し絵を体験しました。

自分で好きな生地の色柄の組み合わせを決めて
制作スタート！野澤先生のお手本を見たり、細か
いところは手を添えて教えてもらったりしながら、
作品を作り進めていきました。皆さん、苦戦する

ところもありましたが、時
間いっぱい集中して取り組
みました。完成した作品
を見て、皆さんオリジナ
ルの押し絵ができて大満
足な表情でした。

射水市内の相談支援事業者を対象として、「入所
施設の現状と課題」をテーマに研修会を行いまし
た。射水福祉会の入所支援課長より、今の制度や
国の方針の中で、いみず苑「ひびき愛」における
入所の現状と取組について講義がありました。射
水市内外の相談支援従事者が研修に参加され、入
所施設が抱えている課題を理解し、今後の現状と
展開について考える機会となりました。また、講
義と併せて事業所の見学を行い、射水福祉会の活
動や支援を知ってもらう機会となりました。

今年度の予定今年度の予定�� 令和６年9月現在令和６年9月現在

第２回ピア座談会
あいネットいみず 福祉セミナー 
� （講師：古荘 純一 氏）

教育と福祉の講演会　新湊中学校 
� （講師：村上 　満 氏）

10月27日㈰
11月24日㈰

12月 ４ 日㈬
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「27年間のわが子の歩みを振り返る」� 渋谷　則子 さん

保 護 者 の つ ど い

幼少期は兄の影響を受け、電車ごっこに夢
中。獅子舞や曳山が大好き。外へ出れば、ぴょ
んぴょん飛び跳ね走り出してしまうので、手を
放すことができなかった。
地元の保育園、小学校に通うようになってか
ら言葉の遅れを指摘され、小学校低学年の頃に
自閉症と診断された。先生や友達とのコミュニ
ケーションがとれず、トラブルが多かった。い
つも周りに頭を下げるのが当たり前になってい
た。ある専門家から「厳しくしつけなさい」「わ
がままを許してはならない」と指導された。行
動を縛られることにより、以前より暴れ泣き出
すことが多くなった。やがて子も親も疲れ果て
「怒ってばかりではだめだ。このままではお互
いだめになっていく」と思い悩んだ。
中学、高校と高岡支援学校に通った。入学式
の時、何とも言えないホッとした気持ちを感じ
たのは今でも覚えている。支援学校では個別指
導が基本。日常生活において、個人のルーティ
ンを守り、予測できる課題は事前に訓練を重ね
ることが大事だと指導された。次第に苦手なこ
とでも我慢し行えるようになっていた。２泊３
日の就学旅行に参加できたのは、これまでの成

長の証である。２
日目の夜に泣きな
がら家に電話して
きたことを懐かしく
思い出した。
学生生活の12年間。

祖母は帰宅すると必ず、日記、絵日記、計算
ドリルを行わせていた。この毎日の積み重ね
が今となっては社会生活を送る上での糧と
なっている。根気強く支援してくれた祖母に
は頭が下がる思いである。
いみず苑に通所するようになってから早、

８年が経つ。今でも感情の不安定さからス
タッフの皆さんに迷惑をかけることも多いが、
毎日安心して送り出せるのが何より嬉しい。

渋谷 銀次郎 さん

保護者会コラム

納涼祭では楽しい時間を過ごしました。ベストショットを紹介します。納涼祭
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皆様のご協力のおかげをもちまして、今年も無事に納涼祭を終えることができました。利用者さんの笑い声、どんどん焼
きのソースの匂い、ステージの歌声、輪踊りの熱気。たくさんの思い出とともに今年の夏が終わりました。

うんざりするほど暑かった今年の夏。でも秋が過ぎ、凍えるような冬がくると、また夏の暑さが恋しくなります。無いも
のねだりだなと思う一方、待ち遠しい気持ちは、めぐり逢うまでの時間を豊かにしてくれると感じました。過ぎた日々を思
うと一抹の寂しさを感じますが、移ろう季節の風が連れてくる思い出を、待ちわびています。� （眞田章太郎　記）

ポップサーカス招待ポップサーカス招待

編 集 後 記

ボランティアボランティア
ありがとうございましたありがとうございました

ご寄付・ご寄贈ご寄付・ご寄贈
ありがとうございましたありがとうございました

●新湊理容師会（理髪）
●訪問理美容サービス「フロール」（美容）
●大島赤十字奉仕団（シーツ交換）
●新湊ボランティア連絡協議会
　塚原地区　放生津地区　新湊地区　作道地区
　片口地区　堀岡地区　本江地区　のみなさん
　（シーツ交換）
� （敬称略）

●四方正治	 ●㈱四方組

●㈱フジノ電設工業	 ●守田　かず子

●防災電設㈱	 ●古城釣具店

●農事組合法人 下村三箇

� （順不同・敬称略）

苑の行事予定苑の行事予定�� 令和６年９月現在令和６年９月現在

1010月月

1212月月
1111月月

11月月

ふれあい育成スポーツ大会（18日㈮）

第29回いみず苑祭（10日㈰）

ボランティア感謝祭・もちつき大会

二十歳を祝う会

当法人における苦情相談受付窓口
当法人における虐待防止に関する相談窓口

窓口担当者　総務課長、サービス管理責任者
ご利用期間　�８：30～17：15
　　　　　　　（日曜、祭日、年末年始を除く）

Ｔ　Ｅ　Ｌ　0766－86－1126
Ｆ　Ａ　Ｘ　0766－86－1136

※担当者が不在の時は事業所事務所までお申し出ください。

北日本新聞社様並びに株式会社ポップサーカス様より、富山県社会福祉協議会
を通して県内福祉施設の皆さんをご招待したいとのお申し出をいただき、当苑か
らは「ひびき愛」の利用者・職員合わせて33名が参加いたしました。空中ブラ
ンコに歓声を上げたり、ピエロのパフォーマンスに大笑いしたりと、楽しい時間
を過ごしました。

令和７年
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